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な
か
な
か
流
通
し
な
い
人
民
元

　

２
０
１
７
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国

共
産
党
第
19
回
全
国
代
表
大
会

（
第
19

回
党
大
会
）
で
、
自
ら
の
政
治
基
盤
を

確
か
な
も
の
に
し
た
習
近
平
主
席
。
前

月
号
で
筆
者
は
、
香
港
へ
の
政
治
的
な
締

め
付
け
を
強
化
す
る
と
述
べ
た
。
経
済

に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
香
港
の
都
市
機

能
を
活
か
し
つ
つ
、
中
国
経
済
の
融
合
を

よ
り
進
め
て
い
く
の
が
基
本
方
針
だ
。

　

中
国
が
香
港
と
の
経
済
面
で
の
融
合
を

進
め
る
と
い
う
の
は
、
香
港
に
と
っ
て
経

済
成
長
と
言
う
意
味
で
は
甘
い
蜜
で
あ

り
、
「
１
国
２
制
度
」
と
言
う
意
味
で
は

独
立
性
が
薄
ま
る
…
…
。
つ
ま
り
、
毒

に
も
な
り
得
る
の
で
、
中
国
政
府
が
提
唱

す
る
経
済
政
策
は
、
一
種
の

「
禁
断
の

果
実
」
と
も
言
え
よ
う
。

　

実
際
、
ど
ん
な
経
済
政
策
を
使
っ
て
香

港
と
の
一
体
化
を
進
め
て
い
る
の
か
見
て

行
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
「
金
」
で
あ
る
。
香
港
の
金

の
取
引
所
で
あ
る

「
香
港
金
銀
業
貿
易

場
」
は
、
深
圳
と
の
金
取
引
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
あ
る

「
黄
金
深
港
通
」
を
２
０

１
７
年
11
月
３
日
か
ら
始
め
た
。
こ
れ
は

２
０
１
５
年
７
月
に
上
海
と
の
金
相
互
取

引
で
あ
る

「
黄
金
滬
港
通
」
に
続
く
も

の
だ
。　

　

実
は
株
式
市
場
で
は
す
で
に
似
た
よ
う

な
ス
キ
ー
ム
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
金
に

応
用
し
た
形
だ
。

　

「
黄
金
深
港
通
」
は　

中
国
の
投
資
家

が
香
港
の
金
取
引
に
参
加
で
き
る
と
い
う

も
の
で
、「黄
金
滬
港
通
（
こ
こ
う
つ
う
）」

は
香
港
の
投
資
家
が
中
国
市
場
の
金
取

引
に
参
加
で
き
る
も
の
。
つ
ま
り
、
一
方

通
行
で
は
な
く
、
中
国
と
香
港
の
金
投

資
家
に
配
慮
し
た
政
策
だ
。
香
港
側
と

し
て
は
、
将
来
は
ド
バ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
と
も
相
互
協
定
を
結
び
た
い
と

言
う
ほ
ど
意
欲
的
だ
。

　

中
国
人
の
金
好
き
は
読
者
の
方
も
ご
存

知
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
世
界
最
大
の
金

の
生
産
及
び
消
費
国
は
中
国
だ
。
金
が

安
い
と
思
う
と

「
ち
ょ
っ
と
買
っ
て
お
こ

う
」
と
簡
単
に
購
入
す
る
。
モ
ノ
と
し
て

の
価
値
を
ち
ゃ
ん
と
評
価
し
て
い
る
の
で
、

金
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
売
っ
て
儲
け
よ
う

と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
。
世
界
の
金

市
場
は
中
国
と
イ
ン
ド
が
結
果
的
に
下

支
え
し
て
い
る
現
状
は
、
彼
ら
が
売
り
抜

こ
う
と
考
え
ず
、
保
有
す
る
こ
と
を
考

え
る
か
ら
だ
。

　

現
在
、
世
界
の
金
市
場
は
ロ
ン
ド
ン
が

中
心
だ
が
、
「
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
純
度
99
・
99
％
の
金
で
取
引
さ
れ
る
。

フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
を
50
年
以
上
前
に
初
め
て

売
り
出
し
た
の
が
、
香
港
の
大
手
貴
金

属
店
、
「
周
大
福
」
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
鄭

裕
彤
だ
。
限
り
な
く
１
０
０
％
に
近
い
純

度
の
高
さ
が
金
好
き
の
中
国
人
を
刺
激

し
、
１
９
８
０
年
頃
ま
で
は
香
港
も
世
界

の
金
取
引
の
中
心
地
の
１
つ
を
担
っ
て
い
た
。

ま
た
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
影
響
で
ロ
ン
ド
ン

の
金
融
市
場
で
の
地
位
が
不
透
明
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
金
市
場
に
お
い
て
も
、
中

国
政
府
が
経
済
的
な
自
由
都
市
で
あ
る

香
港
を
絡
め
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
金
市
場
と

並
ん
で
牽
引
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が

明
確
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

金
市
場
の
政
策
は
、
人
民
元
の
国
際
化

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
と
言
う
の
も
、

特
に
上
海
市
場
で
の
金
取
引
は
人
民
元

で
の
決
済
を
推
し
進
め
て
い
る
か
ら
だ
。

　

人
民
元
が
２
０
１
６
年
10
月
に
国
際
通

貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
特
別
引
き
出
し
権

（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
の
構
成
通
貨
に
な
っ
た
。
国

際
世
論
は
国
際
通
貨
と
し
て
人
民
元
改

革
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
信
認
は
ま
だ

得
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
金
市
場
を
大

き
く
、
魅
力
的
に
し
て
、
少
し
で
も
人

民
元
で
の
決
済
頻
度
を
上
げ
よ
う
と
努

力
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
現
実
は
厳
し
い
。
米
国
経
済
の

景
気
拡
大
が
続
い
て
い
る
上
、
米
政
府
が

「強
い
ド
ル
」
を
再
び
受
け
入
れ
た
こ
と

上
海
、
深
圳
と
共
に
巨
大
金
市
場
を
形
成

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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も
あ
り
、
人
民
元
は
下
落
。
金
利
を
引

き
下
げ
て
景
気
を
刺
激
し
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
れ
は
厳
し
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

人
民
元
を
支
え
よ
う
と
ド
ル
を
売
っ
て
い

る
た
め
、
外
貨
準
備
高
は
２
０
１
１
年
以

来
３
兆
ド
ル
を
割
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

外
貨
の
流
出
に
も
敏
感
で
、
次
々
と
新

た
な
ル
ー
ル
を
作
っ
て
行
く
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
中
国
当
局
の
介
入
が

多
過
ぎ
て
、
企
業
間
な
ど
で
人
民
元
を

使
っ
て
決
済
し
よ
う
と
い
う
気
分
に
は
な

れ
な
い
の
だ
。

　

中
華
圏
内
で
さ
え
そ
う
で
あ
る
。
例
え

ば
、
香
港
と
台
湾
の
企
業
が
取
引
す
る
時
、

決
済
に
人
民
元
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
少

な
い
。
や
は
り
米
ド
ル
が
取
引
の
中
心
と

な
る
。

　

強
い
て
言
え
ば
自
分
の
所
の
通
貨
＝
香

港
ド
ル
か
台
湾
ド
ル
に
な
る
が
、
人
民

元
で
は
な
い
。
中
国
企
業
と
の
取
引
だ
け

に
、
人
民
元
で
決
済
す
る
と
い
う
状
況
だ
。

「
粤
港
澳
大
湾
区
」
が
切
り
札

　

中
国
政
府
、
特
に
習
近
平
国
家
主
席
は
、

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

西
側
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
疑
問
を
抱
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、

ユ
ー
ロ
危
機
な
ど
度
重
な
る
不
安
定
要

因
を
見
て
、
共
産
党
に
よ
る
支
配
の
方

が
よ
い
と
自
信
を
深
め
、
「
開
発
独
裁
」

を
続
け
て
い
こ
う
と
決
め
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
先
の
党
大
会
で

「
新
時
代
」

な
る
言
葉
を
使
っ
て
過
去
と
の
決
別
を
行

な
っ
た
。

　

加
え
て
、
「党
政
軍
民
学
、
東
西
南
北
中
、

党
是
領
導
一
切
的
」、
つ
ま
り
軍
、
民
間
、

学
術
、
全
国
に
あ
る
党
は
総
て
共
産
党

の
指
導
の
も
と
に
運
営
す
べ
き
、
と
ま
で

語
っ
た
。
要
は
、
「
俺
を
中
心
に
党
指
導

部
が
全
部
を
仕
切
る
」
と
宣
言
し
た
こ

と
に
現
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中

に
香
港
も
含
ま
れ
る
。
２
０
１
７
年
３
月

に
開
か
れ
た
第
12
期
全
国
人
民
代
表
大

会

（
全
人
代
）
で
、李
克
強
首
相
は

「粤

港

（え
つ
こ
う
）
澳
大
湾
区
」
の
発
展
に

つ
い
て
言
及
し
た
。

　

元
々
は
、
２
０
０
９
年
に
発
表
さ
れ
た

「
珠
江
三
角
州
地
区
改
革
発
展
規
画
綱

要

（
２
０
０
８
〜
20
年
）」
と
、
２
０
１
０

年
に
調
印
さ
れ
た

「
粤
港
合
作
框
架
協

議
」
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
発

展
さ
せ
た
も
の
で
、
李
首
相
が
全
人
代
で

述
べ
た
こ
と
か
ら
、
事
実
上
、
重
要
政

策
と
し
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

粤
港
澳
大
湾
区
の
区
域
は
、
香
港
、
マ

カ
オ
と
広
州
、
深
圳
、
東
莞
、
珠
海
、

仏
山
、
恵
州
、
中
山
・
江
門
、
肇
慶
と

い
う
広
東
省
珠
江
デ
ル
タ
地
域
に
あ
る
９

都
市
で
構
成
さ
れ
る
。
総
面
積
は
5
・

6
㎢
、
総
人
口
は
６
７
０
０
万
人
に
も
な

る
。
２
０
１
６
年
の
域
内
総
生
産
（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
9
・
4
兆
元
で
，
中
国
全
体
の
12
％

を
占
め
る
巨
大
経
済
圏
だ
。

　

こ
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
時
の
広
東

省
の
書
記
は
汪
洋

（
新
し
い
チ
ャ
イ
ナ
セ

ブ
ン
で
は
党
内
序
列
第
４
位
）
で
、
東
京

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
圏
を
目
標
に
す

る
と
野
心
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

　

計
画
で
は
、
国
際
海
運
や
物
流
セ
ン
タ

ー
を
構
築
し
、
高
速
道
路
網
、
空
路
と

海
路
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
中
国
本
土

と
香
港
・
マ
カ
オ
の
金
融
市
場
が
双
方

向
で
さ
ら
な
る
開
放
を
目
指
し
、
香
港

を
中
心
と
し
た
金
融
の
経
済
圏
構
築
も

目
指
す
。
深
圳
は
Ｉ
Ｔ
関
係
が
強
い
た
め

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
軸
と
な
り
、
広
州
は

製
造
を
担
当
す
る
。
将
来
、
資
金
調
達

は
香
港
、
研
究
開
発
は
深
圳
、
製
造
は

広
州
と
い
う
経
済
体
系
が
大
湾
区
内
で

構
築
で
き
れ
ば
、
発
展
す
る
こ
と
は
疑
い

の
余
地
は
な
い
。

　

す
で
に
，
香
港
、
マ
カ
オ
、
珠
海
を
結

ぶ
港
珠
澳
大
橋
と
、
香
港
、
深
圳
、
広

州
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
の
建
設
な
ど
交
通

網
の
一
体
化
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
後
は
、
ど
う
や
っ
て
実
際
に
現
場
・

実
務
レ
ベ
ル
で
連
結
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
だ
。
つ
ま
り
同
計
画
に
つ
い
て
、
香
港

が
国
家
発
展
の
た
め
の
計
画
に
組
み
込
ま

れ
た
と
反
発
す
る
香
港
人
も
少
な
く
な

い
点
だ
。
ま
た
、
香
港
樹
仁
大
学
、
広

東
省
社
会
科
学
院
、
広
東
発
展
研
究
資

料
庫
が
合
同
で
香
港
の
若
者
を
対
象
に

粤
港
澳
大
湾
区
に
つ
い
て
の
認
知
度
調
査

を
行
な
っ
た
が
、
香
港
の
55
・
２
％
、
広

東
省
の
59
・
１
％
が

「
知
ら
な
い
」
と
答

え
る
な
ど
、
ま
だ
存
在
感
は
今
イ
チ
。

　

今
後
、
中
国
政
府
は
同
計
画
を
加
速

さ
せ
る
だ
ろ
う
が
、
す
ん
な
り
と
は
行
か

な
そ
う
な
気
配
だ
。

ITを中心とした経済発展が目覚ましい深圳
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